
プロジェクトマネジメント学会2025年度秋季研究発表大会プログラム第1日 （8月28日)　於：北九州市立大学 北方キャンパス（福岡県北九州市）

時  間 第2会場 D-303(本館3階) 第3会場 D-302(本館3階) 第4会場 D-301(本館3階) 第5会場 C-303(本館3階) 第6会場 C-302(本館3階) 第7会場 B-305(本館3階) 第8会場 B-304(本館3階) 第9会場 B-303(本館3階) 第10会場 B-302(本館3階) 第11会場 B-301(本館3階)

9:00-

9:50-10:00

10:00-11:00

11:00-11:20

高山 公章(NECソリューションイノ
ベータ)

川上 蒼太(NTTデータグループ) 野中 誠(東洋大学) 木野 泰伸(ZEN大学) 田村 慶信(山口大学) 佐藤 慎一(NTTデータグループ) 岡本 一真(富士通) 曽根 寛喜(日本IBM) 堀 賢志(日本電気) 武山 祐(NTTデータグループ)

1201
企業における組織マネジメントへのア
ジャイル適用の課題と考察
上條英樹(TDCソフト)

1301
地域金融システム開発の現場から読み
解くアジャイルの課題と可能性
中村菜摘(日本電気)

1401
就職活動のプロジェクトマネジメン
ト：計画駆動型と変化適応型の比較分
析
柴原優(千葉工業大学)

1501
生成AIを用いた検索エンジンの最適化
に関する研究
佐瀬巧平(慶應義塾大学)

1601
PSPのフレームワークによる生成AI活
用型個人レベルソフトウェア開発プロ
セスの評価
筒塩真渚人(九州工業大学)

1701
SBOM活用による経済安全保障への取組
渡邉剛(富士通ディフェンス&ナショナ
ルセキュリティ)

1801
システム思考を用いた運用保守プロ
ジェクトにおける属人化の考察
川口克彦(日本アイ・ビー・エムデジ
タルサービス)

1901
スコープクリープ抑制によるプロジェ
クト損益悪化防止
河野敏夫(日立製作所)

11001
次世代型ERPの導入を成功させるプロ
ジェクトマネジメント
藤田幸代(NECソリューションイノベー
タ)

11101
オフショア開発におけるブリッジSEの
プロジェクトマネジメントについての
考察
中村亮太(トリオシステムプランズ)

1202
ウォーターフォールとアジャイル並行
推進時のプロジェクトマネジメント
石内貴晃(富士通)

1302
上流工程での技術検証へのアジャイル
開発の適用
小林孝規(日立製作所)

1402
ITプロジェクトにおけるマネジメント
関連のリスク費の確保について
山根伸(日立システムズ)

1502
AIリスクの包括的管理に向けた統合フ
レームワークの提案：MIT AI Risk
Repository/CPMAI/ISO42001の連携。
TrustworthyなAIシステム開発プロ
ジェクトを目指して。
中田孝一

1602
生成AIを活用したレビュー記録票分析
左近優花(日本電気)

1702
未経験からの挑戦：価値実現を導いた
オフィス移転プロジェクトの実践知
阿部笑子(クレスコ)

1802
海外パッケージを採用したシステムに
おける移行計画の立案
松尾竜一(日立製作所)

1902
魅力ある部門会議とは？～自律的組織
活性化に向けた取り組み
櫻澤智志(日本アイ・ビー・エムデジ
タルサービス)

11002
プロジェクトマネジメント研修におけ
るケーススタディのケース執筆者・講
師への教育効果について
石川隆(北陸先端科学技術大学院大学)

11102
大規模プロジェクトで移行タスクを成
功に導くマネジメント手法
田中一彦(日立製作所)

1203
運用保守業務のリモート環境下におけ
るコミュニケーション課題に対する対
策
宇田直峰(日立製作所)

1303
アジャイル開発における自己組織化の
可視化と評価手法の提案
西山美恵子(クレスコ)

1403
システム開発におけるリソースマネジ
メントの重要性
石塚亮介(日立製作所)

1503
生成AI活用による社内問合せ業務への
有効性と今後の課題について
高野敏一(日本電気)

1603
生成AI活用による実効性とマネジメン
ト課題― 高信頼性システム開発での
現場実証に基づく考察 ―
尾保手啓太(富士通)

1703
全社型PMOのアセスメント業務対応に
向けた取り組みの考察
佐藤貴幸(日立ソリューションズ・ク
リエイト)

1803
感情労働で生じる負の感情を軽減する
ための「感情的知性」に関する考察
鈴木沙耶香(トリオシステムプランズ)

1903
全社PMOによる不採算プロジェクト撲
滅の実践と今後の課題
鳩知子(クレスコ)

11003
プロジェクトマネジメントとブログラ
ムマネジメントのスキル相違と人材育
成
吉田憲正(オフィスYOSHIDA)

11103
オールインクルーシブプロジェクトに
おけるステークホルダーマネジメント
の一考察
杉江厚志(日立製作所)

1204
組織改編を乗り越えるプロジェクトマ
ネジメント領域の標準化戦略
田靡葵(NECソリューションイノベー
タ)

1304
OA端末および基幹システム端末クラウ
ドリフトプロジェクトにおけるプロ
ジェクト間連携と成功要因分析
伊藤公大(富士通)

1404
リスクと価値の統一的定量化によるテ
スト終了判断とリリース判断のアプ
ローチ
吉川努(ベリサーブ)

1504
生成AIを活用した単体試験プロセスの
効果検証
村上裕樹(NTTデータビジネスシステム
ズ)

1604
プロジェクトマネジメントにおけるAI
活用事例
谷元久実子(NECソリューションイノ
ベータ)

1704
システム開発プロジェクトにおける要
求事項の明確度向上のための考察
大橋史雅(日立製作所)

1804
リモートワーク時代におけるプロジェ
クト管理手法の実践について
山田誠(日本電気)

1904
マルチベンダー対応プロジェクトにお
けるＰＭＯの効果的運営
田口満雄(日立システムズ)

11004
システム再構築における業務知識とス
キルの継承を目的としたチームビル
ディングの重要性に関する研究
齋藤恒夫(日立製作所)

11104
ビジネスに必要な「プロセス思考」を
“いまさら”考えるコミュニティーの
立ち上げ
三浦正彰(クレスコ)

12:40-13:40

日下部 茂(九州工業大学) 津國 泉(九州日立システムズ)
野元 拓也(日立ソリューションズ西

日本)
渡邉 剛(富士通)

川口 克彦(日本IBMデジタルサービ
ス)

酒井 理江(日本電気) 原田 竜一(日立ソリューションズ) 藤田 元信(慶應義塾大学)
加藤 光雄(日立ソリューションズ・

クリエイト)
中川 美穂(富士通ラーニングメディ

ア)
1205
導入事例の少ない海外製品を重要業務
システムに導入する場合のプロジェク
トマネジメントの留意点
田崎慎吾(SOMPOシステムズ)

1305
クラウド移行プロジェクトにおける方
針転換と外部要因への柔軟な対応事例
菊地誠(日本電気)

1405
パッケージ適用プロジェクトにおける
要件定義改善の検討
鎌田清弘(日立製作所)

1505
AIによる運用,AIの運用,AIのための運
用
武山祐(NTTデータグループ)

1605
OSS深層マルチモーダルおよび拡張マ
ルチタスク学習に基づく信頼性評価法
に関する適合性評価
田村慶信(山口大学)

1705
海外拠点の利活用による「24/7開発」
の実現に向けて- 「開発スピード」と
「品質」を両立するために -
蒲田昌樹(富士通)

1805
オンラインコミュニケーションの課題
から学んだチームビルディング
加藤正人(NECソリューションイノベー
タ)

1905
OSSライセンス違反防止に向けた取り
組み
藤田晴樹(日立製作所)

11005
管理ツール統一とダッシュボード整備
による組織横断的プロジェクト可視化
岩本賢芳(日本電気)

11105
コンソーシアム協働によるシステム開
発の品質向上戦略
滝澤志貴(DAIKO XTECH)

1206
海外リソースとの協業におけるプロ
ジェクト推進の実務的課題と改善策
橋本一巧(日立製作所)

1306
循環的複雑度に代わるソフトウェアメ
トリクスの活用によるレガシーモダナ
イゼーション見積精度向上の事例研究
溝渕隆(NTTデータ)

1406
定量データを活用したプロジェクトリ
スク検知の実践的アプローチ
木元麻衣(NECソリューションイノベー
タ)

1506
最新のオフショア活用時におけるコ
ミュニケーション課題に対しての生成
AI活用方法の検討
山本大貴(日本電気)

1606
生成AIの品質マネジメント：ミッショ
ンクリティカルシステムへの実践的導
入と評価手法
福山秀(富士通)

1706
フルリモート環境におけるスクラム
ミーティングの活用と情報可視化の工
夫
林岳(キンドリルジャパン)

1806
金融機関向けシステム開発プロセスに
おける課題の整理
中原あい(NTTデータフィナンシャルテ
クノロジー)

1906
GitHubマイルストーンデータを用いた
保守工数の時系列定量化
曽根寛喜(日本アイ・ビー・エム)

11006
サービス開発へのタイムリーなユー
ザーニーズ取込を可能とするプロセス
の提案
中島光治(富士通)

11106
新入社員研修の内製化によるエンゲー
ジメント向上
河野未優(クレスコ)

1207
グローバルデリバリーチームにおける
自律性向上施策
春原秋津(富士通)

1307
ゆるーい PMコミュニティのすすめ
高橋博昭(東芝デジタルソリューショ
ンズ)

1407
リモートワークを主体とした保守プロ
ジェクトにおけるマネジメント
中尾友美(日本アイ・ビー・エム)

1507
AI活用による研修における思考と動機
づけへの影響
田島千冬(キンドリルジャパン)

1607
生成AIを活用した自動開発の技術的課
題を克服するための施策と効果
三橋雄一郎(日本電気)

1707
ワークフロー型エージェントを活用し
たテスト項目作成における生産性向上
の効果検証
上野衣舞(NTTデータグループ)

1807
複数プロジェクトの並行開発における
マネジメントの見直し
石川正人(日立製作所)

1907
品質管理業務における作業分担の最適
化によるリーダーの本来業務専念の実
現
桑原俊宣(NECソリューションイノベー
タ)

11007
システム開発におけるエスカレーショ
ンの重要性
森田雅和(日立製作所)

11107
品質コックピットシステムが創る効率
的な品質保証プロセス
山王達也(日本電気通信システム)

1208
国際的なR&Dプロジェクトにおけるマ
ネジメント事例
小山田幸平(NTTデータグループ)

1308
DX時代の相続リスクマネジメント
北畑紀和(キンドリルジャパン・テク
ノロジーサービス)

1408
新規システム導入における顧客連携に
重視したプロジェクトマネジメント手
法の考察
新田真也(日本電気)

1508
新任PMの進捗管理業務を補助する生成
AIの適用検討
栁宥輝(日本アイ・ビー・エム)

1608
AI for Codeの大規模システム開発へ
の適用における考慮点
野々山二郎(日本アイ・ビー・エム)

1708
ユーザのシステム内製に寄り添った品
質確保
鈴木武志(NECソリューションイノベー
タ)

1808
プロセスマイニングとタスクマイニン
グを活用したデータドリブン経営の実
現
渡邊優太(日本電気)

1908
バグ密度に依存しない品質モニタリン
グ
岩崎慎司(NTTデータグループ)

11008
データ視覚化における心理的アプロー
チ
中村裕子(NECソリューションイノベー
タ)

11108
リスク顕在化の早期検知によるプロ
ジェクト成功への貢献施策
松尾剛士(NECソリューションイノベー
タ)

15:00-15:20

15:20-17:20

17:20-18:10

18:10-19:40

休憩

1104
クラウド活用案件へのアジャイル開発適用
について
増田清貴(日本電気)

第1会場 D-304(本館3階)

1101
銀行向けＳａａＳ適用におけるハイブリッ
ドアジャイル手法の有用性
山田悠太(富士通)

石原 寛紀(日本IBM)

受 付

【オープニングセレモニー】会場：A-101（本館1階）
北九州市 副市長  片山 憲一

プロジェクトマネジメント学会 会長  羽山 誉敏（日立システムズ）

【キーノート1】会場：A-101（本館1階）
人口移動と地方における公立大学の対応

柳井 雅人（北九州市立大学 学長）

休憩

休憩／ネットワーキングへ移動

ネットワーキング　会場：リーガロイヤル小倉　3階エンパイアルーム

11:20-12:40

休憩

【プロジェクトマネジメント学会各賞の受賞者記念講演】会場：A-101（本館1階）

13:40-15:00 1107
小規模プロジェクトの不調防止に関する考
察
渡邊丈士(コムチュア)

1102
SE部門と連携して取り組んだアジャイル開
発における品質保証のための取り組み
江上侑希(三菱電機デジタルイノベーショ
ン)

1103
アジャイル開発における開発スピードと品
質の両立に関する実践的考察
山口真哉(日立製作所)

1108
大規模プロジェクトにおけるトラブル予兆
の検知について
森山聡(日本電気)

宮島 賢悟(日立社会情報サービス)

1105
大規模業務システムにおける柔軟なプロ
ジェクトマネジメント手法の活用による全
体最適化の実践
石原寛紀(日本アイ・ビー・エム)

1106
大規模システムの更改における品質保証策
の実践と効果
阪本浩基(富士通)

【スペシャルレクチャ】

地域のみな様と一緒に取り組むお酒造り
山家 勉（無法松酒造有限会社 代表取締役）

表彰講演(3) PM実施賞奨励賞

『品質可視化ツール「ヒートマップ」を活用したプロジェクト健全化の実現』

富士通株式会社 ソーシャルシステム事業本部 マネージャ

白片 知恵子

表彰講演(4) PM実施賞審査委員会特別賞

『品質指標と経営指標間の予測モデルによる定量計画達成への品質向上取組み』

三井情報株式会社 技術推進グループ 技術推進本部 品質管理部 品質管理室 シニアアドバイザー

石田 寛史

表彰講演(1) PM実施賞

『銀行業界初、マルチバンクオープン勘定系システムを稼働』

株式会社NTTデータ 第二金融事業本部 第三バンキング事業部 プロジェクト統括部 バンキング開発担当 主任

星川 晃寛

表彰講演(2) PM実施賞

『組織的なデータ利活用によるプロジェクトマネジメント高度化への取り組み』

株式会社日立製作所 デジタルシステム＆サービス デジタルシステム＆サービス経営管理統括本部

プロジェクトマネジメント統括本部 主任技師

小川 純平

表彰講演(5) PM実施賞審査委員会特別賞

『新領域ビジネスに挑むチームビルディングマネジメント～組織立ち上げから成長までの実践から振り返って～』

富士通Japan株式会社 Public & Education事業本部 東京ユニット

横田 純一

表彰講演(6) PM実施賞審査委員会特別賞

『文系学生におけるプロジェクトマネジメント教育の10年間の実績と意義』

東洋学園大学 現代経営学部 教授

本庄 加代子



プロジェクトマネジメント学会2025年度秋季研究発表大会プログラム第2日 （8月29日)　於：北九州市立大学 北方キャンパス（福岡県北九州市）

時  間 第2会場 D-303(本館3階) 第3会場 D-302(本館3階) 第4会場 D-301(本館3階) 第5会場 C-303(本館3階) 第6会場 C-302(本館3階) 第7会場 B-305(本館3階) 第8会場 B-304(本館3階) 第9会場 B-303(本館3階) 第10会場 B-302(本館3階) 第11会場 B-301(本館3階)

9:00-

10:00-11:00

11:00-11:20

小笠原 秀人(千葉工業大学)
大澤 靖彦(日本IBMデジタルサービ

ス)
中村 美穂(日本電気)

高山 公章(NECソリューションイノ
ベータ)

足立 順(NTTデータ) 水野 哲博(構造計画研究所) 泉川 太(DAIKO XTECH) 佐藤 慎一(NTTデータグループ) 三角 英治(NTTデータグループ) -

2209
アジャイル的アプローチを取り入れた
パッケージ導入プロセス改善の実践と
その効果の検討
中野智之(富士通Japan)

2309
多団体同時システム稼働に向けた横断
的リソースマネジメント手法
坂本武弘(日本電気)

2409
メインフレームモダナイゼーションに
おける運用保守チームの役割と提言
吾郷正浩(キンドリルジャパン)

2509
ミッションクリティカルな対顧システ
ムの既存開発プロセスへのアジャイル
の適用や生成AI等の先進技術の活用に
よる抜本的改革を目指すプロジェクト
マネジメント事例
七田和典(日本アイ・ビー・エム)

2609
生成AIを活用した設計書網羅度確認検
証
石原達生(日本電気)

2709
リソース，スケジュール、リスクの連
関を考慮したプロジェクトポートフォ
リオ分析モデル
鈴木賢一(東北大学)

2809
新規開発プロジェクトにおけるチーム
ビルディングとチームマネジメント
蔵田一馬(日立製作所)

2909
ISO 25010利用時品質モデルを活用し
たオファリング商品の評価プロセスの
提案
松山博明(富士通)

21009
システム基盤の安定運用に向けた構築
初期からの運用・保守連携の有効性
岡田賢人(キンドリルジャパン・テク
ノロジーサービス)

2210
クロスチェックにおける品質とコスト
の最適化に関する一考察
清水正一(NTTデータ先端技術)

2310
複雑性を増すITプロジェクトにおける
ステークホルダーマネジメント
宮副竜生(日立製作所)

2410
システム延命プロジェクトにおける仮
想化技術の活用とリスク管理
岩田直樹(日本電気)

2510
対話型生成AIを活用した品質管理手法
加賀宏史(富士通Japan)

2610
生成AIを活用したプロジェクトマネジ
メント支援ツールの現場適用可能性に
ついて
伊藤拡子(SOMPOシステムズ)

2710
プロジェクトの確実性向上に向けた
ハードウェア故障リスクの事前評価と
対策
多賀正樹(日本電気)

2810
バランス型マトリックス組織における
レガシーシステムモダナイズ計画の工
夫
栁邉利明(SOMPOシステムズ)

2910
社内第三者レビューの導入によるプロ
ジェクト品質向上効果に関する事例研
究
樋熊博之(キンドリルジャパン)

21010
ITプロジェクトにおけるシステム障害
の再発防止に向けた多角的分析
金祉潤(クレスコ)

2211
DXを推進するPMのコンピテンシーの調
査
河村智行(法政大学)

2311
建設工事におけるヒューマンエラー防
止活動の一事例
小形絵里子(NTTデータ先端技術)

2411
マルチクラウド運用保守品質向上のた
めのマネジメントモデル提案
筑紫晃平(富士通Japan)

2511
大規模プロジェクトにおけるコミュニ
ケーション課題解決に向けた取り組み
について
大竹航平(日本電気)

2611
AI活用によるプロジェクト進行リスク
予兆検知の高度化
鳥谷友美(富士通)

2711
網羅的なリスク抽出を目的とした若年
層向け教育方法に関する考察
角正樹(NTTデータユニバーシティ)

2811
現行踏襲の大規模IT基盤更改プロジェ
クトにおけるプロジェクトマネジメン
ト
坂本裕明(NECネクサソリューション
ズ)

2911
大学におけるPBLによるプロジェクト
マネジメント教育
齊藤哲(公立鳥取環境大学)

21011
若手の主体性を引き出すプロジェクト
マネジメントの構成要因の考察
福田真子(日本アイ・ビー・エム)

2212
失敗から学ぶ　トラブル収束に向けた
組織論的アプローチ
西川啓(日本アイ・ビー・エム)

2312
リソース流動化を促進するためのリ
ソースプール体制の構築とその実現ス
テップに関する取り組み
林敬済(NTTデータルウィーブ)

2412
IPMA ICBに基づく成熟度評価モデルを
活用した個人の能力向上に関する考察
小境彩子(NTTデータ先端技術)

2512
大規模ミッションクリティカルシステ
ムにおける本番作業の統計的品質管理
手法の提案
掛川悠(NTTデータ)

2612
幹部層の意思決定を支える議事録：生
成AIによる効率化と運用課題の考察
大村元(日立ソリューションズ)

2812
不確実性の高い現代プロジェクトにお
けるマネジメント手法
松本昌敏(富士通)

2912
スーパーコンピュータシステムにおけ
る性能保証のための構成管理と品質管
理の手法
山本和磨(日本電気)

21012
複数サブプロジェクト併走時の統合プ
ロジェクトマネジメント手法最適化
徳田優輝(富士通Japan)

12:40-13:40

13:40-14:40

14:40-15:00

高田 淳司(日本電気) 中島 雄作(NTTデータ先端技術) 片峯 恵一(九州工業大学) 鈴木 賢一(東北大学) 野中 誠(東洋大学) 木野 泰伸(ZEN大学) 西川 啓(日本IBM) 中野 智之(富士通Japan) 蒲田 昌樹(富士通) 畠山 洋(富士通Japan)

2213
組織課題の解決に向けたタスクフォー
ス結成におけるプログラムマネジメン
トの実例
邦永秀一(富士通Japan)

2313
OneDelivery体制におけるQCD確保につ
いて
市江剛之(富士通)

2413
基幹システム刷新とBIシステムの並行
開発におけるプロジェクトマネジメン
トの実践と課題
瀬川亮(NTTデータMHIシステムズ)

2513
大規模言語モデルを活用したソフト
ウェア開発におけるドキュメント品質
向上の取り組み
柳沢満(日本電気)

2613
大規模プロジェクトにおける自律的
チーム運営を支援するガバナンス体制
の構築とその効果検証
足立順(NTTデータ)

2713
SaaS製品における技術的課題の迅速な
解決に向けたベストプラクティスの考
察
河合則夫(コムチュア)

2813
柔軟性と整合性を両立するオンデマン
ド開発マネジメントの実践
大和田穣(NTTデータ)

2913
請負契約におけるシステム運用・保守
のプロジェクトマネジメント事例
大澤靖彦(日本アイ・ビー・エムデジ
タルサービス)

21013
超上流工程における機能型プロジェク
トの問題点と対策について
村田祥文(日立製作所) 21113

プロジェクトマネージャーのメンタル
ヘルスマネジメント
森久(兼松エレクトロニクス)

2214
プロジェクトのコミュニケーション健
全性を活用したEVMの拡張
大野晃太郎(I&Jデジタルイノベーショ
ン)

2314
リモート開発における感情マネジメン
トについての考察
岡野智弥(日本アイ・ビー・エムデジ
タルサービス)

2414
パッケージ導入におけるノンカスタマ
イズアプローチの実践と評価
筬恒介(日本電気)

2514
日本企業への大規模アジャイル開発の
適用方法
松波大輝(NTTデータ)

2614
パーティション分割を活用した大規模
システムのデータベース統合における
品質確保に向けた取り組み
鈴木拓也(富士通)

2714
プロジェクト進捗管理におけるベース
ライン再設定後のリスク軽減手法の提
案
宮前光揮(日本アイ・ビー・エムデジ
タルサービス)

2814
大規模マイグレーションによる上流工
程の進め方
妙圓薗諒(富士通)

2914
若手PMの経験に基づく必要スキルとコ
ミュニケーションの重要性
富田啓(キンドリルジャパン)

21014
画面開発における共通コンポーネント
を活用した高速プロトタイピングとそ
の効果
齋藤卓摩(日本電気)

21114
メンタルヘルス研究会の前回研究報告
セミナを受けた対処や定例会での討
議，および，今回のメンバの発表等か
らウェルビーイングへの取り組みとし
て考えること
西條幸治(富士通)

2215
ソフトウェア開発の「人間的側面」を
再考する
西上大貴(慶應義塾大学大学院)

2315
準委任作業におけるステークホルダー
マネジメント
古畑愛実(DAIKO XTECH)

2415
組織横断型品質管理プロセスの標準化
と定着：課題解決と実践的アプローチ
益田英哲(富士通)

2515
複雑なシステム構成を含むプロジェク
トにおける品質向上施策の提案
大鋸康隆(日本電気)

2615
大規模プロジェクトにおける組織と
チームの壁を越えた推進体制の構築
保田政輝(日立製作所)

2715
「高速時空間データ管理技術」の空間
ID対応と実証例についての報告
司南(NTTデータグループ)

2815
小規模組織のプロジェクト管理の改善
におけるプロセス改善推進者の役割
木暮雅樹(NTTデータ)

2915
モデル化SIによるITリソース制約下で
のSIプロセス改革
古澤秋人(日本電気)

21015
DXシフトに向けた基幹システムのモダ
ナイゼーションアプローチ
原聖岳(富士通)

21115
ウェルビーイングなプロジェクトのた
めの組織風土改善
野尻一紀(キンドリルジャパン・テク
ノロジーサービス)

2216
中堅企業向け次世代ERP導入モデルに
求められるプロジェクトマネジメント
大塚将太(NECネクサソリューション
ズ)

2316
プロジェクト満足度を向上させるPM力
とは
福田淳一(スタチスチック舗)

2416
短期間プロジェクトにおけるマネジメ
ントプロセス運用の課題と改善提案
園田徹(日本アイ・ビー・エムデジタ
ルサービス)

2516
有識者の不足を踏まえたリスク評価に
基づく実践的な要員配置手法の検討
山井雅博(日立社会情報サービス)

2616
大規模病院における病院情報システム
構築プロジェクトのベンダー管理実践
事例
大迫礼佳(日本アイ・ビー・エム)

2716
アーキCoE活動を通じたDX推進の実践
と成果
山崎快(富士通)

2816
内発的動機づけに着目した改善文化の
醸成
佐藤雅子(日本アイ・ビー・エムデジ
タルサービス)

2916
非公式な協働の発生メカニズムに関す
る数理的モデルの考察
関哲朗(文教大学)

21016
リーダーシップが従業員エンゲージメ
ントに与える影響
原口直哉(SOMPOシステムズ)

21116
チームで働く人のモチベーション要因
の把握状況に影響を及ぼす要因
三好きよみ(東京都立産業技術大学院
大学)

2217
クロスロケーション開発における新た
なコミュニケーション課題への対策と
効果
久永健斗(日本電気)

2317
人的資源の流動性が高い社会インフラ
システムにおけるプロジェクトマネジ
メント施策
矢嶋遼(日本電気)

2417
次世代を担うプロジェクトマネー
ジャーの育成
飯村洋(日立製作所)

2517
大規模ストレージ移行のプロジェクト
計画
利根川一郎(キンドリルジャパン)

2617
大規模決済系システムの並行開発対応
における安全かつ柔軟な構成管理手法
田中陸(日本電気)

2717
多様化時代におけるプロジェクトマ
ネージャー行動規範の体系的定義
鈴木美帆(日本電気)

2917
インフラプロジェクトにおける失敗し
ないプロマネ手法
斉藤大志(富士通)

21117
ウェルビーイングなアジャイル組織開
発に関して
中村健治(セントラルビレッジコーポ
レーション)

休憩

2116
モダナイゼーション開発における品質問題
の早期解決に向けて
戸倉智明(富士通)

15:00-16:40

2115
競争力を高める先進技術の市場投入に向け
た並行プロセスの提案
上原真悟(NTTデータグループ)

2114
自治体における基幹システムとAIの同時導
入プロジェクトのマネジメントの実践と考
察
小谷征之(日本電気)

2113
独自環境・業務ノウハウを有する公共系業
務システムに対する高品質開発の実践
山内崇徳(日立社会情報サービス)

受 付

【キーノート2】会場：A-101（本館1階）
健康な体ときれいな水を守る．～シャボン玉石けんの挑戦～
森田 隼人（シャボン玉石けん株式会社 代表取締役 社長）

休憩

休憩

IPMA Young Crew Japan Session

【テーマ】
IPMA ICBから学ぶ世界標準のプロジェ
クトマネジメント ～理想のPM像と自
己成長への道筋～
【参加対象】
35才以下の秋季研究発表大会参加者
【ゲスト】
千田 貴浩 氏 (株式会社NTTデータ・
アイ)
【内容】
金融業関連のプロジェクトで長年PMを
経験されている株式会社NTTデータ・
アイの千田氏を講演者としてお招きし
ます．国際的かつ体系的な知識である
IPMA ICBで示すコンピテンス領域に
フォーカスし，世界標準で求められる
プロジェクトマネージャの「役割」と
「振る舞い」についてご自身の経験に
基づいてお話いただきます．後半のグ
ループディスカッションでは，若手PM
やPMを目指す参加者同士が現場での経
験や実践方法などを議論し， 自分の
延ばすべき力を見つけていただきま
す． 同じ悩みを抱える参加者同士の
カジュアルな意見交換を通して交流を
深め，PM としての成長や仲間づく
り，およびキャリア醸成に繋げていく
ことを目的としています．

2110
育児から学ぶProject Managementスキル
尼子敦規(日本アイ・ビー・エム)

2117
高回転な拠点展開プロジェクトにおける
ユーザーエンパワーメントの重要性
井出彩香(NECネクサソリューションズ)

第1会場 D-304(本館3階)

尼子 敦規(日本IBM)

【キーノート3】会場：A-101（本館1階）
プロジェクトにおけるダイバーシティリソースマネジメント

羽山 誉敏（プロジェクトマネジメント学会　会長）

2112
大規模システム開発プロジェクトの品質管
理担当者に必要とされるスキルについて
及川智弘(日本電気)

三好 きよみ(東京都立産業技術大学院
大学)

2109
大規模プロジェクトのIT基盤技術者にとっ
てわかりやすいICBのKCIの一提案
住谷多香絵(NTTデータ先端技術)

2111
ユーザー系IT企業のプロジェクトPMOに必
要な真のスキルとは
豊島直樹(SOMPOシステムズ)

11:20-12:40

【研究委員会セッション】


